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昨
年
頃
よ
り
、
地
震
発
生
が
気
に
な
り
だ
し

て
、
手
帳
に
赤
印
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
、
仕
事
始
め
の
朝
六
時
四
十
四
分
に
、
茨

城
県
土
浦
で
震
度
二
の
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、

大
地
震
が
無
い
よ
う
に
願
う
間
も
な
く
、
一
月
、

ハ
イ
チ
で
大
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
史
上
最
も

困
難
な
人
道
危
機
に
発
展
し
、
治
安
の
悪
化
が

言
わ
れ
て
い
た
中
、
二
月
に
は
、
南
米
チ
リ
中

部
沿
岸
で
、
巨
大
地
震
、
Ｍ
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
）
八
・
八
が
発
生
し
ま
し
た
。
チ
リ
か
ら
日

ご
あ
い
さ
つ

平
成
二
十
二
年
三
月
十
五
日
、
晴
天
の
穏
や
か
な
日
、

東
京
聖
栄
大
学
卒
業
式
が
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
挙
行
さ
れ
、

第
二
期
生
一
三
〇
名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

聖
栄
会
会
長

荻
野
　
薫
子

本
迄
は
、
太
平
洋
で
途
中
に
遮
る
大
き
な
陸
地

が
な
い
為
に
、
津
波
が
ジ
ェ
ッ
ト
機
並
の
ス
ピ

ー
ド
で
押
し
寄
せ
て
く
る
と
の
事
、
一
万
七
千

キ
ロ
離
れ
た
日
本
に
、
二
十
二
時
間
か
け
て
一

直
線
に
来
て
、
東
北
地
方
、
岩
手
、
宮
城
、
青

森
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
一
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン

チ
〜
十
セ
ン
チ
の
津
波
が
観
測
さ
れ
た
と
報
道

が
あ
り
ま
し
た
が
、
聖
栄
会
会
員
の
皆
様
方
に

は
如
何
な
さ
れ
た
か
と
、
ま
た
、
引
き
続
き
の
不

況
の
中
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
、
ご
案
じ

申
し
上
げ
ま
す
。
チ
リ
地
震
は
二
回
目
で
、
一
回

目
は
、
五
十
年
前
の
一
九
六
〇
年
五
月
、
Ｍ
九
・

五
の
時
は
、
不
意
打
ち
で
大
き
な
被
害
が
出
た
と

の
事
で
し
た
が
、
今
回
は
、
津
波
対
策
の
防
潮
堤

も
あ
り
、
一
回
目
の
Ｍ
九
・
五
に
比
べ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
十
分
の
一
程
度
と
の
事
で
し
た
。三
月
、

沖
縄
地
方
に
も
巨
大
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が

高
い
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
も
人
ご
と
で

は
な
い
、
私
達
も
事
が
起
き
る
前
に
、
自
主
的
防

災
意
識
の
一
層
の
向
上
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

十
五
年
前
の
卒
業
式
、
平
成
七
年
三
月
二
十

日
、
卒
業
生
の
遅
刻
が
み
ら
れ
た
の
は
、
あ
の

凶
悪
な
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
き
た
為
で
し

た
。
今
な
お
、
後
遺
症
で
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方

が
多
い
と
の
事
、
怒
り
に
耐
え
な
い
思
い
で
す
。

大
卒
就
職
内
定
率
、
過
去
最
悪
八
〇
パ
ー
セ

ン
ト
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
（
厚
生
労
働
省
と

文
部
科
学
省
）。
そ
の
中
、
我
が
大
卒
二
期
生
は

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
伺
い
ま
し
た
。
三
月
十
五
日

に
は
、
一
三
〇
名
の
皆
様
が
御
卒
業
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
聖
栄
会
会
員
と
し
て
お
迎
え
す
る

こ
と
が
出
来
、心
よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

学
長
先
生
の
式
辞
で
は
、
国
家
試
験
を
勝
ち

取
り
、
人
間
関
係
の
和
を
も
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
校
訓
を
守
り
、
失
敗
を
恐
れ
ず
真
剣
に

取
り
組
み
、
物
事
に
精
通
す
る
事
、
健
康
に
留

意
し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
御
来
賓
祝

辞
で
は
、福
沢
諭
吉
の
座
右
の
銘j

一
日
生
涯k

、

毎
日
完
全
燃
焼
す
る
事
、j

前
途
に
幸
あ
れk

と

送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
後
援
会
会
長
さ
ん
は
、

四
年
間
学
ん
だ
事
柄
を
も
と
にj

継
続
は
力
な

りk
j

人
生
は
山
あ
り
谷
あ
りk

j

悩
ん
だ
時
は

人
に
相
談
す
る
事k

j

親
に
感
謝
す
るk

、
夢
に

向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で
ほ
し
い
、
と
の
御
祝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
悩
ん
だ
時
の
窓
口
は
、
豊

富
な
知
識
・
経
験
を
持
っ
た
聖
栄
会
員
が
お
り

ま
す
の
で
、
御
安
心
下
さ
い
。

今
年
の
体
育
祭
、
五
月
二
十
八
日
（
金
）
に

聖
栄
会
賞
を
初
め
て
贈
呈
し
ま
す
。

今
年
の
聖
栄
会
総
会
は
六
月
六
日
（
日
）
に

学
内
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
懇
親
会
を
行
い

ま
す
。
聖
栄
会
会
費
の
件
、
各
地
に
経
験
豊
富

な
方
を
中
心
に
研
究
会
が
続
け
ら
れ
て
い
る
事
、

在
校
生
に
対
す
る
聖
栄
会
の
貢
献
度
を
高
め
る

に
は
等
、
討
議
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
二
十
一
回
食
文
化
研
究
会
は
、
十
月
四
日

（
日
）、
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京j

花
山
椒k

ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
和
食
。
聖
徳
調
理
師
専
門
学
校
卒
業

生
の
味
を
東
新
橋
汐
留
で
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。

第
二
十
二
回
、
食
文
化
研
究
会
は
、
十
月
三
日

（
日
）
カ
フ
ェ
ド
イ
シ
ス
の
京
料
理
研
修
で
す
。

今
年
の
聖
栄
葛
飾
祭
は
、
十
一
月
六
日
（
土
）

〜
七
日
（
日
）で
す
。
聖
栄
会
協
賛
、
恒
例
のj

餅
つ
き
大
会k

と
講
演
会
、
お
抹
茶
の
席
を
設

け
て
、
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日
の
卒
業
式
に
は
、

聖
栄
会
よ
り
第
三
期
卒
業
生
に
記
念
品
を
贈
呈

致
し
ま
す
。

聖
栄
会
と
東
京
聖
栄
大
学
の
発
展
を
願
い
、

皆
様
方
の
御
活
躍
と
御
健
康
と
御
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

就
職
の
斡
旋
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お

知
り
合
い
で
求
人
が
あ
れ
ば
、
ご
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
年
の
就
職
先
で
目
立
っ

た
と
こ
ろ
で
は
食
品
学
科
で
初
め
て
食
品
衛
生

監
視
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
一
般
企
業

で
は
伊
勢
丹
、
白
松
が
モ
ナ
カ
、
千
疋
屋
、
高
瀬

物
産
な
ど
食
品
会
社
や
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
関
連

の
企
業
が
主
な
就
職
先
で
す
。
管
理
栄
養
学
科
で

は
県
職
の
栄
養
士
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院

好
仁
会
な
ど
の
病
院
や
日
清
医
療
食
品
、
ニ
ッ
コ

ク
ト
ラ
ス
ト
な
ど
の
給
食
会
社
、
社
会
福
祉
施
設

や
保
育
園
な
ど
の
栄
養
士
が
主
な
就
職
先
で
す
。

次
に
昨
年
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
で
す
が
、

成
績
は
残
念
な
が
ら
振
る
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
そ
の
対
策
と
し
て
学
科
内
に
国
試
対
策
室

を
設
け
、
専
従
教
員
と
し
て
専
門
八
期
の
福
山

（
旧
姓
、
酒
川
）
さ
ん
を
迎
え
て
、
国
試
対
策
に

取
り
組
ん
で
貰
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
昨
年
の

よ
う
な
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
合
格
率
が

上
が
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
現

在
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
数
の
同
窓
生
の

方
々
も
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
に
挑
戦
し
て
お

り
ま
す
。
同
窓
生
の
受
験
者
数
は
他
の
養
成
施

設
の
受
験
生
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
く
、
そ
の

人
達
は
仕
事
の
合
間
に
受
験
勉
強
を
し
て
受
験

を
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

受
験
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め
に
、
学
校

桜
の
便
り
が
聞
こ
え
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ

い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
日
々
ご
健
勝

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
三
月
十
五
日
に
は
東
京
聖
栄
大
学
の

第
二
回
卒
業
式
が
わ
た
な
べ
記
念
講
堂
で
行
わ

れ
、
管
理
栄
養
学
科
七
十
三
名
、
食
品
学
科
五

十
七
名
が
卒
業
し
、
聖
栄
会
の
新
会
員
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
の
就
職
は
大
変
厳
し
く
、
一
時

は
昨
年
同
期
と
比
較
し
て
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近

く
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
先
生
方
や
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
な
指
導
も
あ
り
ま
し
て
、

卒
業
当
日
現
在
で
就
職
内
定
率
が
両
学
科
と
も

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

の
実
績
と
比
較
し
て
ま
だ
下
回
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〇
三
‐
三

六
九
二
‐
〇
二
一
一
内
線
五
一
五
）
を
中
心
に

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

と
し
て
何
か
手
助
け
が
出
来
る
も
の
は
な
い
か

と
考
え
、
同
窓
会
に
「
現
在
、
管
理
栄
養
学
科

が
行
っ
て
い
る
総
合
試
験
や
外
部
の
試
験
機
関

（
Ｒ
Ｄ
Ｃ
）
の
受
験
を
同
窓
生
の
方
に
も
受
験
で

き
る
よ
う
に
し
た
ら
如
何
で
す
か
」
と
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
窓
会
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
取
り
上
げ
て
貰
い
、
若
干
名
の
人
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
卒
業
生
に
対
し

て
も
受
験
の
手
助
け
を
国
試
対
策
室
で
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
但
し
、
資
料
代
並
び
に
Ｒ
Ｄ
Ｃ

な
ど
の
受
験
料
の
費
用
は
学
生
と
同
様
の
負
担

に
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
対
策
室
（
〇
三
‐
三
六
九

二
‐
〇
二
一
一
内
線
一
五
二
）
又
は
阿
左
美
学

科
長
室
（
内
線
一
五
一
）。
両
者
が
不
在
の
時
は
学

務
課
が
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
下
さ
い
。

少
子
化
の
影
響
で
応
募
者
数
が
少
し
ず
つ
減

少
し
て
お
り
ま
す
。
お
知
り
合
い
で
進
学
を
希

望
し
て
い
る
生
徒
が
い
ま
し
た
な
ら
、
是
非
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
入
試
広
報
（
内
線
五
一
二
、

多
田
）
ま
で
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
六
月
に
は
同
窓
会
の
総
会
が
あ
り
ま
す
。

総
会
を
各
期
の
ク
ラ
ス
会
を
兼
ね
て
集
ま
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
は
大
学
祭

（
聖
栄
葛
飾
祭
）
が
十
一
月
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

折
に
も
是
非
お
出
掛
け
下
さ
い
。
今
後
の
皆
様
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
結
び
と
致
し
ま
す
。

聖
栄
会
顧
問
・

学
長

福
澤
美
喜
男

東京聖栄大学第２期生卒業式
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❃

平
成
二
十
一
年
度

定
期
総
会
開
催

平
成
二
十
一
年
度
聖
栄
会
総
会
が
、
六
月
七
日
（
日
）、
東
京
聖
栄

大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
氏
（
専
一
）
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
立
川
氏
（
短
三
）
と

荒
木
氏
（
短
九
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

荻
野
会
長
（
専
二
）
よ
り
次
の
よ
う
な

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
専
門
、
短
大
と
経
て
、
平
成
十
七
年

か
ら
大
学
と
な
り
、
会
員
も
一
万
四
千
人

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
数
が
少

な
く
会
費
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
会
の
運
営
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
べ
き
か
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

引
き
続
き
報
告
、
議
事
と
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

山
本
氏
（
短
二
十
一
）
か
ら
平
成
二
十

年
度
事
業
報
告
、
篠
原
氏
（
短
三
十
三
）

か
ら
平
成
二
十
年
度
会
計
報
告
が
あ
り
、

会
員
の
拍
手
を
以
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
二
十
一
年
度
事
業
計
画
案
と
予
算

案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

役
員
改
正
に
伴
い
、
新
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

会
長荻

野
　
薫
子
（
専
二
）

副
会
長

森
　
　
民
子
（
専
一
）

永
野
　
幸
枝
（
短
三
）

総
務荒

木
　
裕
子
（
短
九
）

山
本
　
直
子
（
短
二
十
一
）

飯
田
真
由
美
（
短
三
十
七
）

庶
務内

堀
　
恵
子
（
専
九
）

立
川
　
知
子
（
短
三
）

吉
田
真
知
子
（
短
三
十
八
）

穂
苅
　
亜
紀
（
短
三
十
九
）

青
野
　
友
美
（
大
一
）

安
藤
　
閑
香
（
大
一
）

小
沢
　
梨
奈
（
大
一
）

船
橋
　
幸
枝
（
大
一
）

会
計浦

野
　
史
子
（
短
十
一
）

篠
原
　
尚
子
（
短
三
十
三
）

監
査牛

澤
　
良
美
（
短
二
十
七
）

王
塚
　
祥
子
（
短
三
十
七
）

書
記板

橋
美
智
子
（
専
六
）

高
木
　
史
恵
（
短
三
十
一
）

総
会
は
終
了
し
、
引
き
続
き
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
　
定
期
総
会
開
催
の
ご
案
内

平
成
二
十
二
年
度
の
定
期
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

記

◎
日
　
　
時

六
月
六
日
（
日
）

定
期
総
会
　
　
十
一
時
か
ら

懇
親
会
　
　
十
二
時
三
十
分
か
ら

◎
会
　
　
場

総
　
　
会
　
　
東
京
聖
栄
大
学
別
館
四
階
会
議
室

懇
親
会
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

以
上

◎
懇
親
会
費

一
〇
〇
〇
円

懇
親
会
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会
費
は
当
日
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
欠
席
さ
れ
る
場
合
で
も
必
ず
委
任
状
を
ご
投
函
願
い
ま
す
。）

食
文
化
研
究
会
も
二
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
京
料
理

の
カ
フ
ェ
・
ド
・
イ
シ
ス
で
の
勉
強
会
で
す
。
堀
江
隆
雄
料
理
長

は
「
す
べ
て
の
食
材
の
本
来
の
持
ち
味
を
壊
さ
な
い
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
ち
、
伝
統
的
な
日
本
料
理
に
、

他
国
の
食
材
を
加
え
、
献
立
全
体
の
流
れ
を
作
り
出
す
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
・
ド
・
イ
シ
ス
の
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
は
吉
谷
桂
子
氏
、
建
物
は
吉
谷
博
光
氏
が
手
が
け
て
お
り
、

料
理
ば
か
り
で
な
く
素
敵
な
空
間
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

堀
江
料
理
長
の
斬
新
で
あ
り
、
ま
た
、
季
節
感
溢
れ
る
京
料
理
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記

日
　
　
時

十
月
三
日
（
日
）

開
催
場
所

カ
フ
ェ
・
ド
・
イ
シ
ス

目
黒
区
自
由
が
丘
一
―
一
八
―
十
一

参
加
費

六
〇
〇
〇
円

募
集
定
員
　
二
十
五
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
東
京
聖
栄
大
学
食
品
学
第
二
研
究
室
・
荒
木

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
案
内
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

電
話

〇
三
―
三
六
九
二
―
〇
二
一
一
〈
内
線
六
〇
五
〉
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第
二
十
二
回

食
文
化
研
究
会
開
催
の
ご
案
内

第
二
十
一
回

食
文
化
研
究
会
開
催
さ
れ
る

今
回
の
食
文
化
研
究
会
は
日
本
料
理
の

研
修
で
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京
「
花
山
椒
」

で
の
開
催
で
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

現
代
的
な
建
築
様
式
の
ホ
テ
ル
か
ら
の
眺

め
は
格
別
で
し
た
。

料
理
は
、
先
付
の
湯
占
地
、
八
寸
の
秋

鯖
棒
寿
司
と
続
き
、
器
の
美
し
さ
と
季
節

の
彩
り
溢
れ
る
料
理
に
思
わ
ず
歓
声
が
あ

が
る
ほ
ど
で
し
た
。
続
い
て
椀
物
、
造
り
、

焼
き
物
、
焚
合
せ
は
包
丁
捌
き
の
見
事
な

菊
花
蕪
の
毛
蟹
餡
か
け
、
蒸
し
物
は
き
ん

き
の
信
州
蒸
し
、
酢
の
物
、
鯛
ご
は
ん
、

水
菓
子
、
甘
味
の
こ
ぼ
れ
梅
ま
で
本
当
に

季
節
感
溢
れ
る
料
理
で
し
た
。
高
田
料
理

長
か
ら
の
料
理
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
写
真
を
撮
っ

た
り
、
メ
モ
し
た
り
と
日
本
料
理
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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東
京
か
ら
南
へ
千
キ
ロ
、
東
京
都
の
最

南
端
行
政
区
小
笠
原
村
で
す
。

小
笠
原
村
の
人
口
は
、
父
島
が
約
二
千

人
、
母
島
が
約
五
百
人
で
す
。
そ
の
他
に

一
般
の
人
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
硫
黄

島
、
南
鳥
島
も
小
笠
原
村
に
な
り
ま
す
。

短
大
卒
業
後
、
学
校
給
食
で
二
十
二
年

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
都

教
育
庁
、
都
立
病
院
と
様
々
な
栄
養
士
業

務
を
経
験
し
ま
し
た
。
最
後
に
保
健
所
業

務
を
、
し
か
も
離
島
で
経
験
で
き
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
管
理
栄
養
士
取
得
、
栄
養
大

学
二
部
卒
業
、
家
庭
科
教
員
免
許
取
得
、

大
学
院
修
士
課
程
卒
業
、
栄
養
教
諭
取
得

と
、
仕
事
を
し
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

き
た
の
で
、
何
の
心
配
も
な
く
ウ
キ
ウ
キ

と
小
笠
原
に
単
身
赴
任
し
ま
し
た
。

小
笠
原
に
行
く
交
通
手
段
は
、
週
約
一

便
の
お
が
さ
わ
ら
丸
で
、
二
十
五
時
間
三

十
分
の
船
旅
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
平
均
気

温
十
八
度
と
温
暖
で
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い

の
島
ラ
イ
フ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
小
笠
原
の
保
健
栄
養
業
務
と
し

て
で
す
が
、各
種
栄
養
相
談
が
あ
り
ま
す
。

難
病
や
障
害
が
あ
る
方
、
食
事
療
養
の
必

要
な
方
に
栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、特
定
給
食
施
設
等
の
指
導
で
す
。

管
内
の
給
食
施
設
を
把
握
し
て
、
施
設
台

帳
を
作
成
し
、
施
設
ご
と
に
訪
問
指
導
や

栄
養
管
理
講
習
会
を
開
い
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を

「
食
」
の
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、
村
、

保
育
園
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
即
し
た
食
生
活
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
栄

養
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
に
、栄
養
表
示
規
準
普
及
促
進
事
業
と

小
笠
原
に
お
け
る

保
健
所
業
務
に
つ
い
て

短
大
八
期

黒
葛
原
廣
子

し
て
、健
康
増
進
法
に
規
定
す
る
特
別
用
途

食
品
や
栄
養
成
分
表
示
食
品
規
準
制
度
に

関
す
る
情
報
を
関
係
業
者
や
住
民
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
が
安
心
し
て
食
品

を
購
入
で
き
る
食
環
境
の
整
備
や
、飲
食
店

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
栄
養
表
示
を
す
る
よ

う
に
、栄
養
価
の
計
算
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
表
示
の
作
成
に
協
力
し
た
り
し
ま
す
。

そ
の
他
、受
動
喫
煙
防
止
に
取
り
組
み
、

公
共
施
設
内
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
禁
煙

を
達
成
し
ま
し
た
。一
般
飲
食
店
等
に
も
、

分
煙
化
の
推
進
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
小
笠
原
村
の
栄
養
士
業
務
と

し
て
、
村
支
援
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て

い
ま
す
。
現
在
は
村
に
栄
養
士
が
不
在
の

た
め
、
母
子
保
健
事
業
の
乳
幼
児
健
診
、

育
児
学
級
、
母
親
学
級
の
栄
養
相
談
、
成

人
保
健
事
業
の
栄
養
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
村
支
援
は
、
父
島
、
母
島

で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
片
道
二
時

間
の
母
島
へ
の
出
張
も
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
診
療
所
の
医
師
の
依
頼
に
よ
り

病
態
別
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
の
母
親
学
級
で
栄
養
相
談
し
た
方
が

出
産
後
、
乳
幼
児
健
診
や
育
児
学
級
で
お

会
い
す
る
と
、
村
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
と
共
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

小
笠
原
村
の
特
徴
を
把
握
し
、
地
域
住

民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、

今
後
、
ま
す
ま
す
保
健
所
栄
養
士
の
業
務

は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
所
主
催

で
行
っ
た
小
笠
原
村「
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

や
、
島
の
郷
土
料
理
な
ど
に
つ
い
て
、
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
三
月
に
東
京
聖
栄
大
学
食
品
学

科
の
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
て
か
ら
、
も

う
す
ぐ
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

四
月
に
現
在
の
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
今

日
ま
で
の
約
一
年
間
は
私
に
と
っ
て
、
毎

日
が
社
会
人
と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と

新
し
い
環
境
に
慣
れ
る
た
め
に
必
死
で
し

た
の
で
、あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
大
学
で
学
ん
だ
食
品
の
知
識
や

技
術
を
発
揮
し
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
決
意
を
胸
に
現
在
の
職
場
で

あ
る
株
式
会
社
舟
和
本
店
に
入
社
し
ま
し

た
。
こ
の
会
社
は
主
に
浅
草
を
中
心
に
店

舗
を
置
く
老
舗
の
和
菓
子
や
店
で
、
創
業

は
百
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。
浅
草
は
浅

草
寺
の
参
拝
客
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
な

ど
が
多
く
、
古
く
か
ら
栄
え
て
い
る
と
て

も
に
ぎ
や
か
な
街
で
す
。
三
社
祭
や
酉
の

市
、
浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
祭

り
事
も
多
い
の
で
、
年
間
を
通
し
て
活
気

の
溢
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
浅
草
で
創
業
さ
れ
た
こ
の

会
社
は
看
板
商
品
で
あ
る
芋
よ
う
か
ん
、

あ
ん
こ
玉
等
を
販
売
し
て
お
り
、
浅
草
を

訪
れ
た
際
に
お
土
産
と
し
て
購
入
し
て
い

く
お
客
様
が
多
い
で
す
。

私
は
入
社
し
て
す
ぐ
商
品
企
画
開
発
室

と
い
う
部
署
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
部
署
で
は
主
に
新
商
品
の
開
発
、
商
品

化
や
、
他
社
と
の
商
談
、
市
場
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な

か
新
商
品
の
開
発
は
難
し
く
、
菓
子
の
知

識
や
技
術
が
豊
富
で
な
い
と
や
っ
て
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、も
っ
と
よ
り
多
く
の
経
験

を
積
ん
で
か
ら
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ

方
が
い
い
と
い
う
上
司
の
意
向
に
よ
り
、

現
在
は
、お
菓
子
工
房
と
い
う
部
署
で
働

い
て
い
ま
す
。こ
の
お
菓
子
工
房
は
、毎
日
、

東
京
聖
栄
大
学
を
卒
業
し
て

大
学
第
一
期

栗
原
小
百
合

●平成22年度入試説明会日程 

第1回 

第2回 

16/12（土） 

16/26（土） 

●オープンキャンパス日程 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

17/17（土） 

17/31（土） 

18/20（金） 

18/21（土） 

お知らせ 

●受験相談会日程 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第５回 

19/18（土） 

10/19（土） 

11/16（土） 

11/17（日） 

11/27（土） 

※聖栄葛飾祭当日、 
　受験相談コーナーを開設します 
※お問い合わせは電話03-3692-0238 
　入学相談室まで 

浅
草
地
区
で
販
売
し
て
い
る
和
菓
子
や
、

浅
草
本
店
で
営
業
し
て
い
る
喫
茶
店
の
メ

ニ
ュ
ー
を
作
る
な
ど
、小
さ
な
部
署
で
す

が
、和
菓
子
の
製
造
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
部
署
で
す
。ま
た
、こ
の
お
菓
子
工
房
の

中
で
も
試
作
や
新
商
品
の
開
発
を
行
う
こ

と
も
で
き
る
の
で
、大
学
で
学
ん
だ
知
識

を
生
か
し
な
が
ら
、新
商
品
の
開
発
等
も

少
し
ず
つ
で
す
が
、行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。入
社
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、様
々
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
は
一
日

も
早
く
新
し
い
仕
事
を
覚
え
て
、
経
験
を

積
み
、会
社
の
売
り
上
げ
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
ヒ
ッ
ト
商
品
を
作
る
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
、
新
入
社
員
と
し
て
の
期
間

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
先

輩
や
上
司
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
し

っ
か
り
と
把
握
し
、
日
々
の
業
務
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
聖
栄
大

学
及
び
聖
栄
会
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

東
京
聖
栄
大
学
管
理
栄
養
学
科
を
卒
業

し
、早
く
も
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。四
年
間

栄
養
士
一
年
生

大
学
第
一
期

高
橋
　
佳
宏

の
学
生
生
活
で
見
慣
れ
た
は
ず
の
学
び
舎

で
す
が
、今
で
は
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ

ま
す
。日
々
の
学
び
だ
け
で
な
く
、友
人
や

後
輩
達
と
過
ご
し
た
時
間
は
良
き
思
い
出

と
し
て
今
も
強
く
胸
に
残
っ
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、委
託
給
食
会
社
に
栄
養
士
と

し
て
勤
め
て
い
ま
す
。期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
、憧
れ
で
あ
っ
た
栄
養
士
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
私
で
し
た
が
、
働
く
中

で
多
く
の
課
題
や
自
ら
の
考
え
の
甘
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

配
属
先
と
な
っ
た
福
祉
施
設
で
の
仕
事

は
、
料
理
の
盛
り
付
け
、
食
器
の
洗
浄
な

ど
パ
ー
ト
さ
ん
と
同
様
の
仕
事
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
臨
床
栄
養
や

応
用
栄
養
と
い
っ
た
専
門
知
識
を
必
要
と

し
な
い
業
務
内
容
に
、
こ
れ
が
栄
養
士
の

仕
事
な
の
か
と
の
疑
問
や
、
自
ら
が
描
い

た
栄
養
士
業
務
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
不
満
を

抱
き
ま
し
た
。

し
か
し
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
現
場
に
も

慣
れ
て
き
た
事
や
、
調
理
師
の
欠
員
で
調

理
業
務
を
行
う
事
が
増
え
た
事
に
よ
り
厨

房
内
で
の
視
野
が
広
が
り
、
食
事
に
対
す

る
意
識
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
安
全

で
美
味
し
い
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
食
べ
て
も
ら
う
事
が
目
的
で
あ

っ
て
、
調
理
か
ら
盛
り
付
け
ま
で
全
て
の

工
程
が
重
要
な
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
ま
で
の
盛
り
付
け
業
務
を
軽

視
し
て
い
た
自
分
を
反
省
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
本
格
的
に
調
理
業
務
を
任
さ

れ
、
施
設
の
夕
食
約
一
二
〇
食
を
作
っ
て

い
ま
す
。喫
食
対
象
者
が
高
齢
者
で
あ
り
、

身
体
機
能
に
合
わ
せ
た
食
形
態
へ
の
対
応

や
盛
り
付
け
業
務
の
経
験
を
活
か
し
、
盛

り
付
け
作
業
が
効
率
良
く
行
え
る
よ
う
段

取
り
を
考
え
て
調
理
し
て
い
ま
す
。
調
理

経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
味
や
調
理

技
術
へ
の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す

が
、
き
れ
い
に
返
っ
て
き
た
食
器
や
入
居

者
か
ら
か
け
ら
れ
る
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

や
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
や

り
が
い
を
感
じ
て
働
い
て
い
ま
す
。

私
が
栄
養
士
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
幼
き

頃
の
学
校
給
食
に
あ
り
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
揚

げ
パ
ン
・
ソ
フ
ト
麺
な
ど
美
味
し
い
物
を
皆

で
食
べ
る
給
食
の
時
間
は
毎
日
の
楽
し
み
で

あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
人
の
心
も
満
た
せ
る

食
事
を
提
供
で
き
る
栄
養
士
を
目
標
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
医
療
の
現
場
で
人

と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
今
の
自
分
に
は
栄
養
相
談
や
栄

養
管
理
を
す
る
能
力
は
な
い
と
自
覚
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
仕
事
の
中
で
多
く
を
学

び
、
そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
す
る
事
で
次

が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
駆
け
出
し
の
栄
養
士
で
あ
り
、
多

く
の
問
題
や
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
皆
様
か
ら
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
聖
栄
大

学
お
よ
び
聖
栄
会
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。



食品学科　フィールド研修
１年生を対象に８月３日から５日に２泊３日でフィールド研修が実施されまし

た。長野県の伊那市を中心に寒天工場見学、五平餅作り、ジャガイモ掘体験、そば
打ち体験など食への興味を深め、クラスの親睦を図ることが出来ました。

寒天工場にて

ジャガイモ掘体験

五平餅作り

聖 栄 会 だ よ り 平成22年４月　　　　 （4）

第
二
回
卒
業
研
究
発
表
会
の
開
催

■
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信
■

二
月
六
日
に
第
二
回
卒
業
研
究
発
表
会

が
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

研
究
発
表
は
、
八
研
究
室
か
ら
三
十
二
と

い
う
多
く
の
演
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。研
究
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

調
理
学
研
究
室
・
「
塩
分
濃
度
に
よ
る

梅
干
の
色
調
」、
栄
養
学
研
究
室
・
「
高

タ
ン
パ
ク
質
に
お
け
る
カ
ゼ
イ
ン
並
び
に

グ
ル
テ
ン
量
が
生
体
内
ミ
ネ
ラ
ル
利
用
に

及
ぼ
す
影
響
」、
食
品
学
第
二
研
究
室
・

「
ハ
ー
ブ
添
加
オ
イ
ル
の
抗
酸
化
作
用
に

つ
い
て
の
研
究
」、
微
生
物
学
研
究
室
・

「
リ
ン
ゴ
の
褐
変
防
止
に
つ
い
て
」、
食
品

衛
生
学
研
究
室
・
「
食
品
中
の
有
害
物
質

に
関
す
る
研
究
―
カ
ッ
プ
麺
容
器
か
ら
の

溶
出
物
質
に
つ
い
て
」、
食
品
加
工
学
研

究
室
・
「
カ
ム
カ
ム
果
汁
の
微
生
物
に
関

す
る
発
育
防
止
効
果
と
加
工
利
用
に
関
す

る
研
究
」、
食
品
開
発
研
究
室
・
「
プ
ロ

セ
ス
チ
ー
ズ
の
製
造
法
に
関
す
る
研
究
」、

食
品
学
第
一
研
究
室
・
「
米
粉
を
用
い
た

蕎
麦
の
開
発
に
関
す
る
研
究
」

５月に開催予定だった体育祭はあいにくの雨のため順延
され、１０月に開催されました。
残念ながら、小雨がぱらつく中での開催となりました。

しかし、学生のやる気はそがれることなく、大いに盛り上
がり活気あふれる体育祭となりました。

大玉運び

体　育　祭
「食べて　動いて　脱メタボ!!」をテーマに１１月７、８日に開催されました。
聖栄会は毎年恒例のお茶室を設け、また、餅つきに協賛参加しました。今年は学
友会の特別企画で、千原ジュニアとケンドーコバヤシが出演した日本テレビ系の番
組の公開収録が行われました。中庭では模擬店や地元の野菜販売が盛況でした。

綱引き

がんばるぞ！ファイトー！

『にけつッ!!』収録中中庭での模擬店

大　学　祭


